










































28 歳ないし 30 歳のまさに働き盛りにどのように描く
社会でどのように活躍しているかを身づから表現するこ















































































































15 回のうち 10～12 回が最も多く、47.6%である。次
いで７～９回が 15.5%、４～６回が 14.3%、13～15 回
が 10.7%である。ここで 10 回以上を質問票のなかで意
























親せきや知り合い、即ち “ 絆 ” によっての購入や備蓄
である。この絆を通して購入したり , 戴いたりしている。
これは 3.11 の東日本の災害後にさらに大切とされ、災
害のときには安心していられる “ 絆 ” が大切としている。
それに対して国に関してはどうであろうか？経済大国と
して国際的な自由市場で購入すればよいとする第１のタ
イプと食糧管理法での１年に 100 万トンか 150 万トン
かは揺れているが現在のところ海外に “ 絆 ” をもってい
るわけではない。しかし多くの学生が国にとっても災害
や穀物高騰の折、海外の “ 絆 ” は大切であるとし、そう
した国から購入することが大切であるとの意見があっ
た。これに対して最近の岐阜新聞の記事を紹介した。岐

























































































学の授業は高校の授業の “ 問題解決型方式 ” でなくその
延長でもなく大学での授業は講義題目に対してのあらゆ
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